
麻布大学・獣医学部・講師

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２７０１

挑戦的研究（萌芽）

2020～2019

ヒトとイヌの共生に伴うSocial exerciseの評価とヒト健康への効果検証

Evaluation of social exercise in human-dog cohabitation and verification of its 
effects on human health

７０５３３０８２研究者番号：

永澤　美保（Nagasawa, Miho）

研究期間：

１９Ｋ２２８２３

年 月 日現在  ３   ６ １６

円     5,000,000

研究成果の概要（和文）：イヌとヒトの共生によるsocial exerciseの促進とそれに伴う心身の変化を明らかに
することを目的とし、飼育開始から6ヶ月間の長期的ライフログを行った。譲渡3ヶ月後頃から、イヌとヒトの運
動活性の同調傾向がみられ、イヌにおいては、同じく譲渡3ヶ月で落ち着きがみられ、活動と休息が明確化し、
飼育期間に伴いイヌのコルチゾール値が次第に減少する傾向がみられた。一方、ヒトではコルチゾール値が上昇
する傾向がみられた。イヌの飼育によって活動量の増加傾向がみられたことがコルチゾール値の上昇につながっ
たと解釈できる。ヒトの心理アンケート調査では、飼育経験に伴って社会的関係の項目が有意に増加した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the promotion of social exercise by
 cohabitation between dogs and humans and the accompanying physical and mental changes. Ex-shelter 
dogs and their new owners showed a tendency to synchronize their locomotor activity from around 3 
months after the transfer of the dogs, and the dogs also showed a tendency to settle down and to 
clarify activity and rest from about the same time. On the other hand, cortisol levels tended to 
increase in humans. The increase in cortisol levels in humans can be interpreted as a result of an 
increase in the amount of activity associated with canine rearing. In the human psychological 
questionnaire survey, the items of social relationships increased significantly with the experience 
of rearing dogs.

研究分野：動物行動学、行動内分泌学

キーワード： Social exercise　イヌ　共生　同調　コルチゾール　内分泌　運動活性
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ヒトとイヌが共同生活を始めてからおよそ３ヵ月程度で運動活性の同調がみられ、ヒトのQOLの上昇も認められ
た。イヌの飼育による効果は古くから言われてきたが、本研究のように共同生活を長期にわたって詳細に調査し
た例はない。イヌとヒトの互恵的関係がどのように構築されるか明らかにすることは、現代日本が抱える様々な
問題解決の糸口になることが予想される。
また、ヒトとイヌは同調傾向にあるにも関わらず、両者のオキシトシン値は低下傾向を示した。短期的での関係
構築とは異なり、長期的に関係を維持するうえでオキシトシンがどのような役割を果たすのかを考えるうえで、
非常に興味深い知見が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
申請者らはこれまで、4万年にもおよぶヒトイヌの共生メカニズム解明を目指した研究を実施
してきた。その中で、ヒトとイヌの間にオキシトシンと視線を介した絆形成が認められること、
これはオオカミでは認められず、ヒトとイヌの共進化のプロセスで獲得したことを明らかにし
た（Nagasawa, Science 2015）。並行して、オキシトシンの機能解明に従事し、オキシトシン神
経系が障害されたマウスの成長後の社会的親和性と養育行動、更には社会的認知能力の障害を
見出すなど（Okabe, Nagasawa, Physiol. Behav. 2013）、オキシトシンが抗不安効果、抗うつ効
果、社会性改善効果を持つことを明らかにした。このことからイヌとの生活によって得られる心
身の健康の背景にはヒトのオキシトシン神経系の賦活化が関与すると考えた。また、運動によっ
てもオキシトシンの分泌が上昇することを見出した（Mitsui, Nagasawa, Horm. Behav. 2011）。 
これまでの疫学研究ではイヌの飼育が心身の健康にもたらすプロセスは未解明であったが、運
動の同調と、その結果生じる飼い主の内分泌変化が鍵になると考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、イヌとの共生がもたらすヒトの健康効果を検証することを目的に、イヌとの生活
が飼い主の Social exercise を長期的に高め、結果として飼い主の健康状態の向上に寄与すると
の仮説を立てた。１）ヒトとイヌにスマート加速度センサーを装着し、数か月にわたる運動モニ
タを実施し、Social exerciseを計測し、２）Social exercise に伴うヒトの健康指標の変化（ス
トレスホルモンのコルチゾール、社会性ホルモンのオキシトシン、加速度センサーによる睡眠解
析、疾患に関与することが知られている腸内細菌叢、心理尺度など）を追跡する。これらの研究
によって、ヒトとイヌの 4 万年にも及ぶ共進化の過程で獲得された、他の動物種にはみられな
い異種間の互恵的関係の役割を明らかにし、その効果をヒトの健康と福祉に役立てることを目
指した。 
 
 
３．研究の方法 
(1)Social exercise の定量化 ：申請者はイヌと飼い主の加速度を計測するための、ボタン型セ
ンサーの計測値を Bluetooth でスマートフォンに送信、クラウドにアップロードするシステ
ムを開発した。このセンサーを用いてヒトとイヌの Social exercise の定量と運動量の総和
を計算する。また、加速度センサーのデータからイヌと飼い主の入眠時間、脱眠時間、中途
覚醒などの数値を得る。 
(2)内分泌評価 ：イヌと飼い主の朝最初の尿を定期的に採取し、ストレスホルモンであるコルチ
ゾールと社会性ホルモンであるオキシトシンなどのペプチドホルモンを測定する。仮説とし
てコルチゾールは低下、オキシトシンは上昇すると考える。 
(3)心理尺度 ：心理学で最も広く使われている指標である POMS と WHO-QOL24 を用いて、飼い主
の心理状態や生活の質の変化を数値化する。 
(4)腸内細菌叢解析 ：イヌと飼い主の糞便中の細菌叢の網羅的解析を実施する。 
 
 
４．研究成果 
14 ペアの保護犬とその飼い主のデータを取得した。各評価項目の結果は以下の通りである。
譲渡 3 ヵ月後にイヌとヒトの運動活性の同調がみられるようになったが、内分泌に関しては予
想とは異なる結果となった。最終年度は COVID－19 の影響を受けたが、保護施設にいた保護犬と
その飼い主を対象に引き続き実験を行っている。今後例数を追加し、最終的にはヒトとイヌの行
動の活性と同調の程度が内分泌、心理尺度、腸内細菌叢とどのように関連しているか調べる予定
である。 
 
(1)活動量をクラスター分析により運動活性に応じて７段階に分けて解析した。解析の終わって
いる５ペアのうち３ペアにて、譲渡３ヵ月頃から人とイヌの行動の同調がみられるようにな
ってきた。、イヌは譲渡３ヵ月以降、全体的な活動量に落ち着きがみられ、活動と休息が明確
に分かれ、生活リズムが安定してきたと考えられる。一方ヒトは運動活性が全体的に高くな
っている傾向がみられた（図 1）。運動活性クラスターの相関を調べたところ、譲渡３ヵ月以
降、５ペアすべてに相関がみられるようになった（図 2）。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1：譲渡 1、3ヵ月後の 1日の運動活性の変化の一例。青線はイヌ、赤線はヒトの 1ヵ月の平均。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：譲渡 1、3ヵ月後の 1日のイヌとヒトの運動活性のクラスターの相関の一例。 

 

 
(2)9 ペアの 6 ヶ月間の尿を採取することができた。イヌ、ヒトそれぞれの譲渡後 6 ヶ月間のコ
ルチゾール濃度の変化を調べたところ、イヌでは次第にコルチゾール濃度が減少する傾向が
みられた。一方、ヒトでは有意な傾向はみられなかった（図 3）。(1)でみられた運動活性の変
化から、イヌが環境に慣れ次第に落ち着き、ヒトはイヌの飼育により運動活性が高くなって
いることを反映している可能性がある。オキシトシン濃度はイヌとヒトのいずれも６ヶ月間
の間に減少する傾向がみられた（図 4、現時点で４ペアのみ測定）。オキシトシンは絆形成に
関与するホルモンと言われているが、絆形成時と形成後の維持の段階とでは異なる挙動を示
す可能性があり、さらなる研究は必要である。コルチゾールとオキシトシンのいずれも、ヒ
トとイヌの間に有意な相関は見られなかった。 
 
 

   
図 3：譲渡後 6ヶ月間のイヌとヒトのコルチゾール値の変化。 

 
 

 
図 4：譲渡後 6ヶ月間のイヌとヒトのオキシトシン値の変化。 

 
 
(3)POMS2（気分プロフィール検査）では、飼い主の疲労・無気力が減少、友好に増加傾向が認め

R2=0.01 

R2=0.668 



られた。また WHO QOL では社会的関係が有意に増加した。 
 
(4)腸内細菌叢解析は、今後例数を追加し、まとめて解析を行うこととなった。 
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